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防災課

少年消防クラブ活動に参加しませんか

を学んだりしています。
（５）防災キャンプ
夏休みなどを利用して、小学校の体育館や運動場、
キャンプ場などに寝泊まり（避難所体験訓練）し、炊
き出し、キャンプファイヤーなど普段できない活動を
通して、仲間との連帯感を高めています。

少年消防クラブの活動は、命や暮らしを守ることの
大切さを学ぶとともに、地域と関わりを持ち、幅広い
年齢層の仲間と交流を深める機会にもなっており、人
間形成や地域社会への参加の面でも大変有意義な活動
です。
また、昨年の臨時国会において「消防団を中核とし
た地域防災力の充実強化に関する法律」が成立し、少
年消防クラブが初めて法律で明記され、少年消防クラ
ブに対する期待は、ますます高まっています。
消防庁では、毎年、優良少年消防クラブや優良な少
年消防クラブ指導者に対する表彰を実施しており、平
成24年度は、特に優良なクラブ16団体、優良なクラブ
29団体、優良な指導者14名を表彰しました。
また、少年消防クラブ員が、消防の実践的な活動を
取り入れた合同訓練等を通じて他の地域の少年消防ク
ラブ員と親交を深める「少年消防クラブ交流会」を開
催し、これまでに東日本大会、西日本大会など、全国
規模の交流会を実施しております。
身近な生活の中から火災・災害を予防する方法等を
学ぶ少年消
防クラブに
参加してみ
ませんか。少
年消防クラ
ブの活動に
ついては、お
住まいの近
くの消防署
や市町村に
お問い合わ
せください。

少年消防クラブは、子どもたちが防火・防災につい
て学び、訓練や講習など様々な体験を通して、消火や
応急手当などの知識・技術を身につけることを目的と
して活動しているクラブです。学校、町内会、消防署、
消防団（分団）などの単位で組織されていることが多く、
平成25年５月１日現在、日本全国で4,587クラブ、小
学生から高校生までの約42万人のクラブ員が活動して
います。

少年消防クラブの活動内容は、クラブによって異な
りますが、主に以下のような活動が行われています。
（１）防災マップ作り
クラブ員が自分達の地域を実際に歩き、消火栓の場
所や災害時の危険箇所などについて把握し、防災マッ
プを作成することなどを通して、自分達の地域に対す
る理解を深めています。
（２）防火パトロールの実施
地域の住民の方々に火災予防を呼びかけるため、消
防職員・団員等とともに、火災予防運動実施期間や年
末を中心に防火パトロールや防火パレードなどの防火
広報活動を行っています。
（３）研究発表、ポスター作成
防火・防災に関する研究発表会を行い、その成果をま
とめたレポートや防火ポスター、防火新聞等を校内に展

示したり、各家庭に
配布したりして、火
災予防や防火・防災
意識の高揚に努めて
います。
（４）防災訓練等
への参加
防災講習会や防災
訓練などへの参加、
消防署への見学訪問
などを通じ、火災の
知識や、地震などの
自然災害が発生する
仕組みを学習した
り、消火器などを
使った初期消火の方
法、ロープワーク、
応急手当の方法など

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部防災課 地域防災係　松澤、中村
　TEL: 03-5253-7525

防災マップ作りの様子
（北海道札幌市 東月寒少年消防クラブ）

（提供：札幌市消防局）

　防火パトロールの様子
（大分県佐伯市 ムササビ少年消防クラブ）

（提供：佐伯市消防本部）


